

































































































Björklund et al. [1995] とPalme [2006] について見ていきたい。
　まず、Björklund et al. [1995]５では、スウェーデンの所得税、および、児童
手当と住宅手当などの移転が、1967年から1992年において、所得再分配にどの
ような影響を及ぼしてきたか、とりわけ、1991年改革による影響について、実











３　馬場 [2002a]、[2002b]、[2004]、日本租税理論学会編 [2005] 、伊集 [2004] などが挙
げられる。
４　例外として、黒木 [2000] がある。黒木 [2000] では、Agell et al. [1998] の内容を紹
介している。
５　Agell et al. [1998] の第７章でも同じ論点を扱っているが、分析部分はほぼ




















































































































































































































































































（出所）Statistics Sweden HP“The Distribution of Income 1975-2005”.
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